
鳥
獣
被
害
軽
減
の
た
め
に

今
年
度
の
重
点
事
業
を
報
告

森
林
資
源
の
活
用
を
考
え
る

只
見
町
民
の
生
活
を
守
る

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
・

有
害
狩
猟
鳥
獣
捕
獲
隊
編
成
式

「
令
和
４
年
度
町
政
報
告
会
」開
催

「
雪
上
間
伐
運
搬
体
験
」開
催

只
見
町
消
防
団
辞
令
交
付
式

▲隊員を代表して辞令書をうけとる深津隊長

▲間伐したブナを雪上で運び出す
　“春木山”を体験した参加者

▲目黒団長、梁取副団長、五十嵐副団長は２期目、
　三瓶副団長は４期目になります

▲例年、町の事業にご理解、ご協力をいただき
　ありがとうございます

　

只
見
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
と
只
見

町
有
害
狩
猟
鳥
獣
捕
獲
隊
の
編
成
式
が
、

４
月
４
日
に
朝
日
振
興
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
只
見
地
区
14
人
、
朝
日
地

区
９
人
、
明
和
地
区
16
人
の
計
39
人
が
実

施
隊
・
捕
獲
隊
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

　

渡
部
町
長
は
「
皆
さ
ま
が
い
な
け
れ

ば
、
只
見
町
の
生
活
が
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。

お
仕
事
を
さ
れ
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
方

も
い
て
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
民
の

生
活
を
守
る
た
め
に
お
力
添
え
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

町
か
ら
各
区
長
に
当
年
度
の
重
点
事
業

の
説
明
や
事
業
へ
の
協
力
を
依
頼
す
る
場

と
し
て
開
催
し
て
い
る
「
町
政
報
告
会
」

を
、
４
月
22
日
に
開
き
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、「
Ｊ
Ｒ
只
見
線
全
線
再

開
通
事
業
に
つ
い
て
」
や
「
有
害
鳥
獣
対

策
に
つ
い
て
」、「
た
だ
み
モ
ノ
と
く
ら
し

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
・
運
営
に
つ
い
て
」

な
ど
18
項
目
に
つ
い
て
、
担
当
課
か
ら
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
区
長
か
ら
事
業
に
対
す
る

質
問
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
活
発
な
意
見
交

換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

深
沢
区
の
協
力
の
も
と
、
只
見
町
ブ
ナ

セ
ン
タ
ー
に
よ
り
「
雪
上
間
伐
運
搬
体
験
」

が
４
月
１５
日
か
ら
１６
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
体
験
で
は
、
か
つ
て
薪
炭
林
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
ブ
ナ
な
ど
の
広
葉
樹

林
の
間
伐
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
用
材
や

薪
材
と
し
て
利
活
用
す
る
た
め
の
木
の
成

長
を
促
し
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
間
伐
材
を
雪
上
で
滑
ら
せ
た

り
、
引
っ
張
り
運
ぶ
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
運
び
出
さ
れ
た
間
伐
材
は
、
用

材
や
薪
材
と
し
て
利
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

渡
部
町
長
は
「
今
回
の
体
験
を
き
っ
か

け
に
放
置
さ
れ
て
き
た
町
内
の
森
林
資
源

を
持
続
可
能
な
形
で
利
活
用
す
る
中
で
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
と
期
待
を

込
め
ま
し
た
。

　

只
見
町
消
防
団
辞
令
交
付
式
が
４
月
１

日
に
行
わ
れ
、
目
黒
邦
友
団
長
、
三
瓶
一

也
副
団
長
、
梁
取
克
昌
副
団
長
、
五
十
嵐

敦
彦
副
団
長
の
４
人
に
辞
令
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

渡
部
町
長
は
「
消
防
団
の
取
組
み
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
健
や

か
な
日
常
を
送
れ
る
よ
う
に
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

目
黒
団
長
は
、「
周
り
か
ら
見
て
も
優
秀

と
思
わ
れ
る
消
防
団
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。
よ
り
良
い
消
防
団
に
な
る
よ
う
努
め

ま
す
」
と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。
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秋
の
只
見
線
全
線
再
開
通
を

盛
り
上
げ
る

「
只
見
駅
前
賑
わ
い
創
出
事
業
」

�

進
捗
報
告

　

今
秋
の
Ｊ
Ｒ
只
見
線
全
線
再
開
通
に
む

け
只
見
駅
前
広
場
の
整
備
を
進
め
て
い
る

「
只
見
駅
前
賑
わ
い
創
出
事
業
」
の
施
設

運
営
者
（
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
）
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

現
在
只
見
駅
前
で
は
、
賑
わ
い
創
出
エ

リ
ア
の
利
活
用
の
た
め
に
、
融
雪
撤
去
な

ど
の
駐
車
場
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
と
し

て
ユ
ニ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
等
の
整
備
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
観
光

商
工
課
（
☎
82
－
５
２
４
０
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

只見中　中学生記者が書く　ＳＤＧｓコラム

� 文：佐藤　優妃（３年生　前SDGｓ委員長）

　『PET Free Monday（ペットフリーマンデー）』
の内容は以下の通りです。

・毎週月曜日は、ペットボトル飲料を飲みません。
合い言葉は「ペット飲料 飲まんデー」

・月曜日に部活動の大会があってペットボトルを利
用した週は、自分でその週の中でペットボトルを
休む曜日を設定します。

・この活動を町内の小学校、高校にも広めます。
・家族等でどうしても賛同いただけない方を、責め

てはいけません。
・ペットボトル入りの醤油や、ドレッシング等はこ

れに含まれません。

第４回
『P

ペット

ET F
フリー

ree M
マンデー

onday』
� の取組（後編）

　完全に禁止にすると私自身も困るし、飲料の販売店にも迷惑がかかってしまうのでそこは考慮
しつつ、活動をじわじわ広げようというものです。まずは只見中からですが、いずれ世界中に広
げられることができれば素敵だと思います。月曜日の取組みを忘れないためにも「ペット飲料 
飲まんデー」という合い言葉も設けました。これは地域の方からヒントを頂きました。クスッと
笑いながら取り組めそうですね。
　現在は『ペットフリーマンデー』を実行してもらうために、金曜日と月曜日に校内放送を通じ
て、呼びかけています。学校ではペットボトル飲料をほとんど利用しませんが、問題は家に帰っ
てからです。私もそうですが、自宅に帰ると忘れてしまったり家族がその取組みを忘れてしまう
ことがあります。そのため、ペットボトルを冷やしている冷蔵庫に月曜日は『ペットフリーマン
デー』の表示ができる方法を考えています。そうすれば、『ペットフリーマンデー』が多くの人に
取り組んでもらえるのではないかと思っています。
　ぜひ町内の皆さんも、『ペットフリーマンデー』を一緒に取り組んでみませんか？合い言葉は

「ペット飲料 飲まんデー」

運営事業者（サービス提供者）
株式会社 会津ただみ振興公社
・総合案内機能
・物販サービス
・飲食サービス
味付マトンケバブカフェ
� （有限会社 セイワ電子）
・飲食サービス
合同会社 ねっか
・どぶろく、甘酒の製造
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　「自然首都・只見」学術調査研究助成金事業は、ユネスコエコパークに登録された只見町の自然環
境・生物多様性や民俗・歴史の調査研究に取り組む研究者等に町が助成を行い、それらの科学的評価
を行うとともに、只見町の新たな価値の発見、各研究機関との交流の推進、研究成果の活用を図るこ
とを目的とした事業です。
　今年度は３件の調査研究が本事業の助成を受け実施され、各研究者からの研究成果報告が２月５日
から３月31日の期間にてオンライン形式（成果発表動画のインターネットでの配信および、ただみ・
ブナと川のミュージアムでの放映）で行われました。各調査研究の概要を下記にご紹介します。

令和3年度「自然首都・只見」
学術調査研究成果発表会

　

ゼ
ン
マ
イ
は
日
本
海
側
の
豪
雪
地
帯

で
多
く
採
集
さ
れ
て
い
る
山
菜
で
、
地

域
の
文
化
や
経
済
に
お
け
る
重
要
な
生

態
系
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
し
か
し
、
過

疎
化
な
ど
で
利
用
が
減
少
し
て
お
り
、

生
育
地
の
情
報
等
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

本
研
究
は
ゼ
ン
マ
イ
生
育
地
の
把
握
や

保
全
・
管
理
の
た
め
の
指
標
と
し
て
生

態
学
的
な
知
見
を
提
供
し
、
持
続
可
能

な
資
源
利
用
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
。
叶
津
川
上
流
域
の
木
ノ
根
沢

集
水
域
に
お
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
用
い

た
空
撮
に
よ
っ
て
急
傾
斜
地
も
含
め
た

ゼ
ン
マ
イ
の
分
布
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
ゼ
ン
マ
イ
の
成
長
段
階
ご
と
の

生
育
環
境
を
調
べ
、
そ
の
分
布
が
形
成

さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
調
べ
た
。

　

分
布
調
査
の
結
果
か
ら
、
北
東
向
急

斜
面
の
上
部
の
局
所
的
な
湿
潤
地
を
中

心
に
ゼ
ン
マ
イ
が
生
育
し
て
い
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
た
。
成
長
段
階
ご
と
の
生

育
環
境
調
査
の
結
果
か
ら
は
、
実
生
は
、

暗
く
、
コ
ケ
類
が
覆
い
、
葉
や
枝
の
堆

積
が
少
な
い
場
所
に
集
中
す
る
傾
向
が

あ
っ
た
。
実
生
の
定
着
に
は
乾
燥
を
回

避
で
き
る
環
境
が
重
要
だ
と
言
え
る
。

成
熟
個
体
の
分
布
は
、
実
生
よ
り
も
明

る
く
、
土
壌
が
厚
い
場
所
に
シ
フ
ト
し

て
い
た
。
一
方
で
、
成
熟
個
体
の
中
で

も
相
対
的
に
暗
い
場
所
で
大
型
化
す
る

傾
向
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
ゼ

ン
マ
イ
の
成
長
史
段
階
に
よ
る
生
育
環

境
の
違
い
は
成
長
の
過
程
で
生
存
や
成

長
に
及
ぼ
す
環
境
要
因
が
変
化
す
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。
今
後
は
こ
れ
ら

の
関
係
を
よ
り
詳
細
に
調
べ
る
と
と
も

に
、
個
体
群
動
態
の
解
析
を
行
い
、
個

体
群
の
維
持
に
必
要
な
情
報
を
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
。

只
見
町
木
ノ
根
沢
集
水
域
に
お
け
る

　
　
　
　
　
ゼ
ン
マ
イ
個
体
群
の
分
布

�

～
生
活
史
段
階
に
着
目
し
て

武
藤
実
緒
（
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
環
境
情
報
学
府
）

近
藤
博
史
、
酒
井
暁
子
（
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
環
境
情
報
研
究
院
）

▲ゼンマイ調査の様子 ▲古民家調査の様子 ▲調査の結果得られた生態系マップ
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只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

　
　
　
お
よ
び
周
辺
域
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
生
態
系
マ
ッ
プ
作
成

平
山
英
毅
、
原
慶
太
郎
（
東
京
情
報
大
学
総
合
情
報
学
部
）

　

今
年
度
の
研
究
の
目
的
は
、
只
見
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
そ
の
周
辺
域
を

対
象
と
し
た
生
態
系
の
持
続
的
な
維
持

管
理
に
向
け
た
生
態
系
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
こ
と
で
あ
る
。
昨
年
度
試
行
的
に

作
成
し
た
現
況
植
生
図
の
改
良
を
進
め

る
と
共
に
、
優
占
種
（
属
）
レ
ベ
ル
（
ブ

ナ
属
、
マ
ツ
属
な
ど
）
の
植
生
図
か
ら

分
類
タ
イ
プ
を
統
合
し
た
相
観
レ
ベ
ル

（
落
葉
広
葉
樹
林
、
常
緑
針
葉
樹
林
な

ど
）
の
植
生
図
の
作
成
を
試
み
た
。
只

見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
そ
の
周
辺

域
を
対
象
と
し
、
以
下
の
手
順
で
植
生

図
の
作
成
を
進
め
た
。
ま
ず
、
地
球
観

測
衛
星
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
衛
星
画

像
を
収
集
・
整
備
し
た
。
次
に
、
現
地

調
査
お
よ
び
空
中
写
真
を
用
い
、
ど
こ

に
何
の
植
生
が
存
在
し
て
い
る
か
と
い

っ
た
必
要
な
情
報
を
整
備
し
た
。
最
後

に
、
Ａ
Ｉ
の
一
つ
で
あ
る
機
械
学
習
技

術
を
用
い
て
植
生
図
を
作
成
し
た
。

　

衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
と
Ａ
Ｉ

只
見
町
の
古
民
家
は

　
　
何
の
木
で
作
ら
れ
て
い
る
の
か
？

～
2015
年
か
ら
2021
年
の
調
査
の
ま
と
め
と
今
後
の
展
望

阿
部
伶
奈
（
信
州
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
）

岡
本
誠
矢
（
信
州
大
学
工
学
部
建
築
学
科
）

土
本
俊
和
（
信
州
大
学
工
学
部
）、
井
田
秀
行
（
信
州
大
学
教
育
学
部
）

　

古
民
家
お
よ
び
そ
の
生
活
様
式
に
は
、

地
域
の
自
然
資
源
を
合
理
的
か
つ
持
続

的
に
利
用
す
る
た
め
の
生
態
学
的
な
知

識
が
豊
か
に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
地
域
固
有
の
伝
統
的
な
知
識
体
系

（
伝
統
知
）を
理
解
し
、
応
用
す
る
こ
と

は
、
今
後
の
持
続
可
能
な
社
会
の
発
展

を
支
え
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。
本
研

究
で
は
、
平
成
27
年
か
ら
行
っ
て
き
た

只
見
町
で
の
古
民
家
調
査
の
結
果
と
今

年
度
の
追
加
調
査
の
結
果
を
総
括
す
る
。

7
年
間
の
調
査
で
実
測
調
査
を
計
12
棟

の
古
民
家
で
行
い
、
う
ち
11
棟
で
部
材

の
樹
種
判
定
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
古

民
家
の
解
体
後
の
古
材
利
用
の
現
状
に

つ
い
て
把
握
す
る
た
め
、
只
見
町
の
古

民
家
の
解
体
に
関
わ
っ
た
複
数
の
工
務

店
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

　

古
民
家
の
樹
種
構
成
は
概
し
て
只
見

町
の
現
存
植
生
に
類
似
し
て
い
た
。
材

積
量
の
多
い
ス
ギ
・
キ
タ
ゴ
ヨ
ウ
・
ブ

ナ
に
関
し
て
使
用
部
材
別
に
着
目
す
る

と
、
各
樹
種
で
特
徴
的
な
使
用
が
み
ら

れ
た
た
め
、
樹
種
の
特
性
を
捉
え
た
適

材
適
所
の
樹
種
選
択
が
な
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
推
察
さ
れ
た
。
一
方
、
古
材
の

需
要
の
低
迷
や
古
材
を
扱
え
る
技
術
者

の
不
足
に
よ
り
、
古
民
家
解
体
後
に
古

材
が
建
材
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
現
状
が
あ
っ
た
。

　

古
民
家
の
放
棄
や
解
体
が
進
む
中
、

古
民
家
や
古
材
の
価
値
を
見
直
し
、
そ

の
利
活
用
の
促
進
を
図
る
た
め
に
は
、

解
体
に
か
か
る
時
間
や
費
用
を
理
解
し

た
上
で
保
存
・
再
利
用
し
よ
う
と
い
う

所
有
者
の
意
志
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま

た
、解
体
・
古
材
選
別
に
関
わ
る
技
術
者

の
育
成
も
重
要
で
あ
る
。
か
つ
て
の
只

見
町
で
は
樹
種
の
特
徴
を
捉
え
た
地
域

材
の
有
効
活
用
が
あ
っ
た
こ
と
が
本
研

究
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。こ
う
し

た
調
査
結
果
を
地
域
住
民
に
も
広
く
伝

え
、
古
民
家
や
古
材
利
用
の
価
値
向
上

に
役
立
て
る
こ
と
が
次
の
課
題
で
あ
る
。

を
用
い
て
作
成
し
た
現
況
植
生
図
は
、

検
証
の
結
果
、
現
在
の
植
生
分
布
を
的

確
に
表
現
で
き
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
こ
の
要
因
と
し
て
は
、
衛

星
デ
ー
タ
の
整
備
方
法
や
機
械
学
習
を

用
い
た
解
析
手
法
が
適
切
で
あ
っ
た
こ

と
、
真
値
の
整
備
を
正
確
に
実
施
で
き

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
群
落

タ
イ
プ
ご
と
の
垂
直
分
布
や
傾
斜
角
度

と
の
関
係
か
ら
も
、
現
況
植
生
図
が
只

見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
植
生
分
布

を
的
確
に
表
現
で
き
て
い
る
と
考
え
ら

れ
た
。

　

只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
そ
の

周
辺
域
を
対
象
に
、
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ

ン
シ
ン
グ
と
Ａ
Ｉ
の
一
つ
で
あ
る
機
械

学
習
技
術
に
よ
る
現
況
植
生
図
を
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
、
現
地
検

証
を
行
い
植
生
図
の
正
確
さ
が
担
保
さ

れ
る
こ
と
で
、
自
然
環
境
の
維
持
・
管

理
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
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